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出題分析 

試験時間 90分 配点 300点 大問数 7題 

分量（昨年比較）〔減少 同程度 増加〕 難易度変化（昨年比較）〔易化 同程度 難化〕 

【概評】 

大問数は 7 題で昨年と同じ。出題形式も昨年と同様である。2021 年以降、大問Ⅵでは長

文中の下線を引かれた語が適切であるかを判断する問題が、大問Ⅶでは与えられた語句

を並べ替えて長文中の空所を完成させる問題が出題され続けている。昨年と比較して読

解問題の文章量はやや減少し、いずれも読みやすい内容ではあったものの、単語完成や語

句整序の問題には難しいものも含まれていたため、全体的な難易度は標準的だったとい

える。 

設問別講評 

問題 出題分野・テーマ 設問内容・解答のポイント 難易度 

I 語句補充問題 

 

短文中の空所を埋めるのに適切な語（句）を選択

する問題。各問いにつき選択肢は 4 つで、計 20

問出題されている。基本的な文法・語法の知識を

問うものがほとんどであるが、判断に迷う選択

肢が散見された。 

標準 

 

Ⅱ 長文空所補充問題 

「マルチタスク」 

13 行程度の英文中に設けられた 10 個の空所を

埋めるのに適切な語（句）を選択する問題。各空

所につき選択肢は 4 つ示されている。文章量に

対して空所の数が多いものの、文章は読みやす

く、迷いなく解答できる問題がほとんどだった。 

やや易 

 

Ⅲ 文挿入問題 

「記憶に必要な注意

力」 

29 行程度の英文を題材に、与えられた 4 つの文

が入る箇所を選択する問題。空所は 6 個設けら

れている。英文自体は論旨が明快で読みやすい。

空所前後の内容を正確に把握できれば解答はそ

れほど難しくないだろう。 

標準 

Ⅳ 文整序問題 

「アイスバス」 

9行程度の英文を題材に、与えられた 4つの文を

適切な順序に並べ替える問題。選択肢のみなら

ず、前後の段落を含めてつながりを判断しなけ

ればならない。文と文の前後関係でややわかり

にくい部分があったものの、文章そのものは読

みやすく、全体として標準的な問題だったとい

える。 

標準 
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設問別講評 

Ⅴ 単語完成問題 

 

与えられた日本語と品詞の指定をもとに単語を

完成させ、その頭文字を選択する問題。計 20問

出題されている。語彙自体のレベルは比較的易

しめだが、提示された日本語訳から適切な単語

を思い浮かべるのは容易ではない。例えば 7 の

chairについて、単語自体は易しいが動詞として

の用法となると思いつかない受験生も多かった

かもしれない。 

やや難 

Ⅵ 誤箇所指摘問題 

「口に入れる化学物

質の働き」 

21 行程度の英文を題材に、下線部の 5 つの語が

内容的に適切であるかを判断する問題。「不適切

な語が 3 つ含まれている」という設問文を読み

落とさないように注意したい。英文は読みやす

く、論旨も明快であるため、解答しやすかったと

考えられる。 

やや易 

Ⅶ 語句整序問題 

「真実を伝える度

胸」 

24 行程度の英文を題材に、与えられた語句を並

べ替えて 3 か所の空欄を完成させる問題。昨年

は空欄が 2か所であったが今年は 1つ増加した。

日本語訳が与えられており、並べ替える語を入

れる空所は例年と比べ少ないものの、複数回使

用する単語や不要な単語も含まれているため、

解答には時間を要するだろう。 

やや難 

合格のための学習法 

まずは単語・文法という「基礎」を固めることが合格のための足がかりとなる。また、単

語については意味だけでなく、語法もおさえるよう心がけてほしい。看護医療学部に特徴

的な文挿入問題や文整序問題の形式を苦手としている人は、代名詞の指示内容や、文と

文、段落と段落のつながりを意識して日頃から英文を読むようにしよう。2021 年に変わ

った大問Ⅵ・Ⅶの出題形式は今年まで続いてはいるものの、いつ形式が変わるかは分から

ない。英語の基礎的な力を養うためにも、2020 年まで出題されていた英文和訳問題や自

由英作文問題について対策を講じておくのがよいだろう。 


